
 

 

物  質  名 1,2,3-トリクロロベンゼン ＤＢ－37 

別  名 
TCB 
三塩化ベンゼン  
トリクロロベンゼン  

CAS 番号 87-61-6 
PRTR 番号 ― 

化審法番号 3-74（トリクロロベンゼンとし

て） 

構 造 式 
 

分子式 C6H3Cl3 分子量 181.45 
沸点 218.5℃1) 融点 53.5℃1) 
蒸気圧 0.21 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 7.42 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 4.05（測定値）3) 水溶性 18 mg/L（25℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 腹腔 LD50 1,390 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 1,830 mg/kg 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.0001、0.001、0.01、0.1％の濃度で餌に混ぜて 13 週間経口投与した結果、0.001
％及び 0.1％群の雄で体重増加の有意な抑制、0.1％群の雄で肝臓及び腎臓の相対重量の増加

を認め、0.1％群の雌雄で、肝臓の肝小葉中心性及び静脈周囲の細胞容積の増大や核大小不同

の増加、甲状腺で濾胞の縮小、濾胞上皮細胞の高さの増大、コロイド密度の低下がみられ、

これらの変性の程度は雄の方が雌よりも重度であった。この結果から、NOAEL は 0.01％（7.7 
mg/kg/day）であった 6, 7) 。 

・ラットに最大量で 785 mg/kg/day を 7 日間強制経口投与した結果、肝性ポルフィリン症が現れ、

非壊死性の肝細胞の変性、体重増加の抑制、食欲等の減退がみられた 8) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、150、300、600 mg/kg/day を、妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与した結果、

母ラットでは 600 mg/kg/day 群で肝臓重量の有意な増加、アミノピリン N-デメチラーゼ活性

の有意な上昇、ヘモグロビン濃度の低下及びヘマトクリット値の低下がみられたが、胎仔で

は胎仔数、体重、骨格及び内臓の奇形はみられなかった 9) 。 
・ラットに 0、0.0001、0.001、0.01、0.1％の濃度で餌に混ぜて連続 13 週間投与した結果、雌雄

の生殖器官の重量及び組織への影響はみられなかった。この結果から、NOAEL は 0.1％であ

った 6) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質は吸入、経口摂取、皮膚から吸収される可能性があり 10) 、眼や気道を刺激し、急性症

状として、咳、咽頭痛、眼の発赤や痛み、経口摂取による腹痛、下痢、吐き気、嘔吐が現れ

る 11) 。 
・長期間に亘り、クロロベンゼン類（異性体は特定されず）に夫の作業着を浸して洗濯してい

た 68 歳の女性が重度の再生不良性貧血となって入院し、その後 1 ヶ月で容態が悪化して死亡

した 12) 。 



 

 

・ポンプの修理中にトリクロロベンゼン類（異性体は特定されず）の蒸気を数時間吸入した成

人男性が大量の喀血をしたとの報告 13) や、トリクロロベンゼン類の製造に従事して、2～6
ヶ月間の暴露を受けた労働者 15 人のうち 7 人で塩素ざ瘡が現れたとの報告 14) があるが、い

ずれの場合も異性体の特定はなされておらず、暴露の詳細も不明である。 
・ラッカー製造工場及びその研究所でトリクロロベンゼン類の暴露を受けた労働者 3 グループ

を対象として 1 年間に 2 回の健康調査を実施した結果、研究所でトリクロロベンゼン類の長

期試験を実施している労働者 12 人のグループ及び工場の女性労働者 14 人（20～400 mg/m3

のベンゼン及び 60～600 mg/m3 のトリクロロベンゼン類に暴露）のグループでは悪影響を認

めなかったが、トリクロロベンゼン類（暴露濃度 34～1440 mg/m3）のみの暴露を受けた労働

者 28 人（うち、25 人は勤続 1 年以上）のグループでは、頭痛、めまい、嗜眠、消化不良を

訴える者が現れた（発症人数は不明）。なお、内臓への影響は報告されていない 15) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 7.7 mg/kg/day（肝臓・

腎臓相対重量の増加、肝臓・甲状腺の変性）を採用し、試験期間が短かったことから 10 で除し

た 0.77 mg/kg/day を暫定無毒性量等として設定する。 
 吸入暴露については、暫定無毒性量等を設定できなかった。 
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